
論
説

戦
国
時
代
中
原
地
域
領
域
変
遷
図
作
成
の
試
み

1
戦
国
三
晋
諸
国
の
領
域
形
成
と
「
県
」
制
1

は
じ
め
に

下
　
田

誠

　
戦
国
時
代
の
領
域
の
変
遷
は
非
常
に
複
雑
で
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
。

　
す
で
に
戦
国
時
代
の
地
名
の
考
証
に
つ
い
て
は
程
恩
沢
氏
・
顧
観
光
氏
ら
清
朝
の
学
者
に
よ
る
整
理
が
あ
り
（
『
国
策
地
名
考
』
容

雅
堂
叢
書
所
収
・
『
七
国
地
理
考
』
）
、
彼
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
楊
守
敬
編
『
戦
国
彊
域
図
』
（
歴
代
輿
地
沿
革
険
要
図
）
の
よ
う
な
描

画
化
の
試
み
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
鐘
鳳
年
氏
・
銭
穆
氏
・
程
発
靭
氏
・
繧
文
遠
昏
に
よ
る
戦
国
史
料
中
に
見
え
る
地
名
の
国
別
分
類
似
難
や
・
本
邦
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

木
村
正
雄
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
－
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件
』
の
よ
う
な
網
羅
的
な
成
果
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
戦
国
時
代
を

ひ
と
ま
と
め
に
整
理
す
る
。
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本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
史
を
ふ
ま
え
、
既
存
文
献
史
料
と
出
土
文
字
資
料
な
ど
か
ら
、
お
よ
そ
五
〇
年
ご
と
の
中
原
地
域
の
変
遷
図

を
作
成
す
る
。
同
時
に
こ
れ
ま
で
筆
者
の
進
め
て
き
た
戦
国
三
晋
諸
国
製
造
の
青
銅
兵
器
（
以
下
、
「
三
晋
兵
器
」
と
略
称
）
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
「
県
」
の
成
立
過
程
と
そ
の
展
開
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
本
稿
執
筆
の
目
的
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
『
史
記
』
・
『
戦
国
策
』
・
『
竹
書
紀
年
』
な
ど
の
既
存
文
献
史
料
と
『
戦
国
縦
横
家
書
』
・
『
睡
虎
地
秦
簡
編
年
記
』
な
ど
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

土
資
料
の
編
年
・
史
料
学
的
研
究
の
成
果
の
上
に
立
ち
、
錯
綜
す
る
戦
国
時
代
中
原
地
域
の
領
域
変
遷
を
時
期
を
区
切
っ
て
考
察
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
本
的
な
方
法
・
関
心
に
つ
い
て
は
、
歴
史
地
理
学
を
専
門
と
す
る
李
暁
傑
氏
の
近
作
と
共
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
か
し
こ
う
し
た
試
み
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
第
二
に
、
そ
こ
に
三
晋
兵
器
の
銘
文
に
見
え
る
地
名
を
、
そ
の
製
造
年
代
に
あ
わ
せ
て
、
前
述
の
地
図
上
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

戦
国
三
晋
に
お
け
る
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
「
県
」
の
成
立
過
程
と
そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
ひ
ら
た
く
い
え
ば
、
い
っ
た
い

い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
に
し
て
、
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
「
県
」
が
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
魏
が
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

国
に
先
じ
た
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
は
あ
る
。

　
筆
者
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
よ
う
に
、
青
銅
兵
器
銘
文
に
「
三
級
の
管
理
制
度
」
を
記
す
に
至
っ
た
時
、
秦
漢
的
県
制
に
接
続
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

機
構
と
支
配
の
方
式
が
整
備
・
採
用
さ
れ
た
段
階
に
達
す
る
と
見
通
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
を
魏
国
兵
器
の
整
理
か
ら
、
紀
元
前
三
四

一
年
～
紀
元
前
三
三
六
年
頃
と
比
定
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
魏
の
領
域
に
お
い
て
「
県
」
制
は
全
国
的
成
立
を
み
た
と
考
え
て

（
9
）

い
る
。
た
だ
し
、
韓
・
趙
（
そ
の
他
の
諸
国
）
へ
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
文
献
史
料
の
記
事
の
編
年
と
青
銅
兵
器
の
地
名
（
そ
れ
ら
に
基
づ
く
地
図
作
成
）
と
の
間
に
は
密
接
な
相
互
関
係
が
あ
る
。

文
献
史
料
の
記
事
の
編
年
は
青
銅
兵
器
に
見
え
る
地
名
の
国
別
分
類
作
業
を
可
能
と
し
（
銘
文
形
式
や
字
体
と
は
異
な
る
視
点
の
提
供
）
、
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一
方
で
青
銅
兵
器
の
地
名
は
時
に
文
献
史
料
の
欠
を
補
い
、
新
た
な
領
域
・
勢
力
範
囲
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
は
、
結
果
と
し
て
、
戦
国
史
を
研
究
す
る
者
の
多
く
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ
ろ
の
謳
其
駿
主
編
「
諸
侯
称
雄
形
勢
図

（
前
三
五
〇
年
）
」
や
戦
国
各
国
の
彊
域
図
（
三
五
頁
～
四
六
頁
）
に
対
す
る
一
定
の
疑
問
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

一、

n
図
作
成
の
方
法

　
本
稿
で
は
、
次
の
四
枚
の
地
図
を
作
成
す
る
。

　
「
地
図
一
　
魏
文
侯
の
時
代
（
前
四
二
二
～
前
三
九
五
）
」

　
「
地
図
二
　
戦
国
国
家
の
成
立
（
前
三
五
二
～
前
三
二
八
）
」

　
「
地
図
三
　
国
家
連
合
の
時
代
（
前
三
一
八
年
～
前
二
九
六
年
）
」

　
「
地
図
四
　
統
一
前
夜
（
前
二
六
二
年
～
前
二
四
一
年
）
」

　
各
地
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
し
た
期
間
に
『
史
記
』
・
『
戦
国
策
』
・
『
竹
書
紀
年
』
や
『
戦
国
縦
横
家
書
』
・
『
睡
虎
地
秦
簡

編
年
記
』
な
ど
に
見
え
る
地
名
を
拾
っ
て
、
国
別
を
判
断
し
、
描
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
根
拠
は
本
稿
末
の
表
一
か

ら
表
四
に
示
し
て
あ
る
。

　
一
般
に
こ
の
時
期
の
記
事
は
、
「
A
攻
（
撃
・
伐
・
敗
・
囲
・
取
）
B
」
と
記
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
記
事
の
時
点
に
お
い
て
、
国

別
を
判
断
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。
た
だ
問
題
は
、
こ
の
記
事
の
前
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
国
が
そ
の
地
を
管
領
し
て
い

た
か
ど
う
か
の
保
証
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
地
図
作
成
者
は
、
一
面
の
地
図
の
中
に
戦
国
期
間
全
体
の
地
名
を
拾
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

表
示
し
て
き
た
。
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
一
冊
は
そ
の
典
型
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
三
五
ー
三
六
頁
の
韓
と
魏
の
地
図
で
は
、
そ
の
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範
囲
に
見
え
る
地
名
が
戦
国
時
代
全
期
間
に
わ
た
っ
て
広
く
『
史
記
』
・
『
戦
国
策
』
・
『
竹
書
紀
年
』
な
ど
か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
　
励

は
一
つ
一
つ
の
地
名
に
つ
い
て
国
別
を
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
特
段
の
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
三
三
－
三
四
頁
の
諸
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

称
雄
形
勢
図
と
な
る
と
一
定
の
問
題
も
出
て
く
る
（
後
述
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦

　
筆
者
は
こ
う
し
た
問
題
を
で
き
る
だ
け
回
避
す
る
た
め
に
、
二
十
年
弱
の
時
間
に
区
切
っ
て
資
料
を
集
め
、
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
　
断

に
麺
そ
し
て
そ
の
閣
の
間
に
・
文
献
史
料
゜
出
土
資
料
の
中
に
星
る
地
名
の
み
・
基
本
的
に
拾
2
し
と
に
・
た
・
・
れ
は
正
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

確
を
期
す
た
め
の
対
応
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
基
準
と
て
万
全
で
は
な
く
、
そ
の
指
定
し
た
二
十
年
弱
の
間
に
も
国
別
の
移
動
は
あ
り
、

そ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
メ
モ
に
よ
っ
て
地
図
上
に
補
足
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
図
作
成
上
の
確
認
事

項
は
凡
例
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
来
、
こ
う
し
た
作
業
は
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
制
作
の
途
上
に
お
い
て
は
、
必
ず
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
（
そ
う
し
た
経
緯
は
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

其
駿
氏
の
前
言
に
記
さ
れ
て
い
る
）
、
現
状
そ
の
史
料
根
拠
が
わ
ず
か
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
筆
者
の
新
た
な
観
点
か
ら
の
再

整
理
も
無
駄
な
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
次
節
か
ら
は
四
枚
の
地
図
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
設
定
時
期
の
簡
略
な
歴
史
的
背
景
を
述
べ
、
あ
わ
せ
て
青
銅
兵
器
銘
文
か
ら
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

れ
る
県
の
機
構
の
整
備
・
展
開
を
述
べ
る
。

〔
凡
例
〕

①
地
図
は
本
稿
末
表
の
史
料
根
拠
に
基
づ
き
作
成
し
た
。
各
表
は
当
該
期
間
に
『
史
記
』
・
『
戦
国
策
』
・
『
竹
書
紀
年
』
・
『
戦
国

　
縦
横
家
書
』
・
『
睡
虎
地
秦
簡
編
年
記
』
な
ど
に
見
え
る
地
名
を
中
原
地
図
（
潭
其
駿
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
一
冊
三
五



　
～
三
六
韓
魏
を
基
礎
と
す
る
）
に
含
ま
れ
る
範
囲
で
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。

②
戦
国
史
料
の
編
年
は
基
本
的
に
平
勢
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
に
よ
っ
た
。
地
名
の
採
取
に
は
、
複
数
の
記
事
が
あ
っ

　
て
も
、
主
要
な
一
件
の
み
掲
載
し
た
の
で
、
他
の
記
事
は
同
氏
の
『
年
表
』
を
参
照
の
こ
と
。

③
出
典
欄
右
の
（
中
華
／
全
釈
）
に
は
、
中
華
書
局
本
『
史
記
』
（
一
九
五
九
年
）
の
ペ
ー
ジ
と
近
藤
光
男
『
戦
国
策
』
（
全
釈

　
漢
文
大
系
、
集
英
社
、
一
九
七
五
年
～
一
九
七
九
年
）
の
通
番
号
を
記
し
た
。

④
『
戦
国
策
』
に
の
み
見
ら
れ
る
地
名
に
は
、
「
＊
」
マ
！
ク
を
つ
け
た
。
（
地
図
上
に
も
あ
り
。
）

⑤
国
別
は
☆
魏
・
△
韓
・
◇
趙
・
0
秦
と
し
、
楚
・
衛
・
宋
・
晋
・
斉
・
不
明
は
特
に
示
さ
な
か
っ
た
。

⑥
青
銅
兵
器
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
城
邑
を
し
か
く
で
く
く
っ
て
示
し
た
。

⑦
な
お
、
都
な
ど
の
主
要
地
で
、
史
料
根
拠
が
そ
の
時
期
に
見
ら
れ
な
く
と
も
記
載
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
設
定
し
た

　
時
期
（
表
一
～
四
）
前
後
の
情
報
を
加
え
た
例
も
あ
る
。

下田

二
、

魏
文
侯
の
時
代
（
前
四
二
二
～
前
三
九
五
）

　
　
ー
附
紀
年
兵
器
前
史
（
春
秋
後
期
～
戦
国
前
期
）

　
最
初
の
地
図
は
魏
文
侯
の
時
代
（
前
四
二
二
～
前
三
九
五
）
で
あ
る
。
魏
の
文
侯
は
賢
人
を
任
用
し
、
一
連
の
改
革
政
治
を
実
施
し

た
。
智
氏
の
滅
亡
後
、
魏
の
よ
っ
た
河
東
の
地
は
、
肥
沃
な
土
地
で
あ
り
、
ま
た
鉱
山
・
塩
池
を
備
え
て
い
た
。
当
時
、
魏
の
本
拠
地

は
安
邑
に
あ
り
、
晋
都
緯
に
も
近
く
、
晋
の
後
継
者
を
自
負
し
た
。
文
侯
は
李
浬
を
宰
相
と
し
、
新
し
い
農
業
政
策
・
財
政
政
策
や
法
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②
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①

③
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　　　　　　　　　　　　　　　⑥
⑦

　　　　図1　紀年兵器前史（春秋後期～戦国前期）

①黄城父　②酸齋文　③鄭右庫文　④郎郡上文　⑤朝歌文（朝歌右
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（
4
1
）

体
系
の
整
備
を
進
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
魏
は
戦
国
時
代
、
最
初
の
強
国
と
な
っ
た
。

　
紀
元
前
四
〇
三
年
、
周
王
朝
は
三
晋
を
正
式
に
諸
侯
と
認
め
た
。
な
お
、
晋
公
室
は
そ
の
後
も
小
諸
侯
と
し
て
名
目
的
な
が
ら
存
続

す
る
。
趙
は
都
を
晋
陽
か
ら
中
牟
へ
と
遷
し
、
韓
は
平
陽
か
ら
宜
陽
・
陽
葎
へ
と
遷
っ
た
。
趙
・
韓
の
動
き
は
、
と
も
に
中
原
を
ね
ら

う
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
青
銅
兵
器
銘
文
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
三
級
の
管
理
制
度
」
を
明
示
す
る
以
前
（
黄
盛
璋
氏
の
表
現
で
は
簡
式
兵
器
の
時
代
）
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
は
紀
年
兵
器
前
史
と
し
て
、
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
前
期
の
兵
器
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
春
秋
後
期
・
戦
国
前
期
と
い
う
の
は
、
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

そ
林
巳
奈
夫
氏
の
『
股
周
時
代
の
武
器
』
に
な
ら
い
、
紀
元
前
五
五
〇
年
頃
か
ら
紀
元
前
三
五
〇
年
頃
ま
で
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
時

期
の
編
年
に
つ
い
て
は
、
春
秋
後
期
な
の
か
、
戦
国
前
期
な
の
か
、
区
別
の
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
青
銅
兵
器
の
銘
文
に
は
、
こ
の
時
期
の
文
献
史
料
に
対
応
す
る
多
く
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
表
一
参
照
）
。
黄
城
（
図
一
①
）
・

酸
甕
文
（
図
一
②
）
の
よ
ヶ
に
地
名
だ
け
記
す
例
の
ほ
か
、
鄭
（
図
一
③
）
・
耶
郵
（
図
一
④
）
の
よ
う
に
兵
器
製
造
・
収
蔵
庫
で
あ

る
庫
名
を
記
す
も
の
、
朝
歌
（
図
一
⑤
）
・
陰
晋
（
図
一
⑥
）
・
合
陽
（
図
一
⑦
）
な
ど
製
造
責
任
者
の
工
師
の
名
や
実
際
の
製
造
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

あ
る
冶
の
名
を
記
す
も
の
も
あ
っ
た
。

　
一
点
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
魏
文
侯
の
時
代
、
紀
元
前
四
二
二
年
か
ら
前
三
九
五
年
の
間
に
こ
れ
ら
の
兵
器
の
製
造
年
代
が

完
全
に
符
合
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
紀
年
兵
器
出
現
の
前
史
と
し
て
、
参
考
ま
で
に

提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三
、

戦
国
国
家
の
成
立
（
前
三
五
二
年
～
前
三
二
八
年
）

　
　
　
　
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
「
県
」
の
成
立
ー

　
地
図
二
・
表
二
は
、
紀
元
前
三
五
二
年
か
ら
前
三
二
八
年
の
期
間
の
も
の
で
あ
る
。
前
三
五
二
年
と
い
う
年
は
魏
の
郡
郷
包
囲
に
対

す
る
桂
陽
の
戦
い
（
前
三
五
三
年
）
の
翌
年
で
あ
り
、
こ
の
戦
い
に
大
敗
し
た
こ
と
や
秦
の
商
鞍
変
法
な
ど
を
受
け
、
魏
の
勢
い
に
も

か
げ
り
が
見
え
始
め
た
。
前
三
五
二
年
に
は
商
鞍
に
よ
っ
て
旧
都
安
邑
を
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
、
魏
侯
（
恵
成
王
は
前
三
三
四
年

に
王
と
し
て
元
年
を
開
始
）
は
夏
王
を
称
し
逢
沢
の
遇
を
催
し
た
。
前
三
四
二
年
の
馬
陵
の
戦
い
は
、
喩
年
称
元
法
を
採
用
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
た
魏
に
対
す
る
斉
を
中
心
と
し
た
連
合
軍
の
戦
い
と
さ
れ
る
。
な
お
、
前
三
二
八
年
と
は
、
魏
の
上
郡
一
五
県
を
秦
に
さ
し
だ
し
た

年
に
あ
た
り
、
こ
こ
を
一
つ
の
く
ぎ
り
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
時
期
に
、
魏
に
お
い
て
、
「
三
級
の
管
理
制
度
」
を
明
示
す
る
兵
器
が
出
現
す
る
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
こ
と
を
筆
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

重
視
し
て
お
り
、
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
「
県
」
の
成
立
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
、
官
僚
機
構
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
県
令
の
「
令
」
の
文
字
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

少
し
時
代
は
く
だ
る
が
、
鄭
韓
兵
器
の
事
例
を
み
れ
ば
、
県
令
の
世
襲
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
巫
回
夫
な
ど
新
し
い
時
代
を
に
な
う

官
職
が
登
場
す
る
こ
と
、
「
三
級
の
管
理
制
度
」
の
背
後
に
は
秦
律
に
つ
な
が
る
法
律
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
で
あ
る
。

　
図
二
の
五
件
は
い
ず
れ
も
こ
の
期
間
に
製
造
さ
れ
た
兵
器
で
あ
る
。
す
べ
て
魏
の
兵
器
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
升
三
年
と
い
う
の
は
、

恵
成
王
の
三
三
年
で
、
紀
元
前
三
三
八
年
で
あ
る
。
器
銘
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
梁
（
図
二
①
）
・
鄭
（
図
二
③
）
・
頓
丘
（
図
二
④
）
・
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

陽
（
比
陽
）
（
図
二
⑤
）
と
い
っ
た
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
光
三
年
陵
陰
令
丈
（
図
二
②
）
は
上
海
博
物
館
の
李
朝
遠
氏
に
よ
っ
て
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② ①

⑤ ④ ③

　　　　　図2　戦国国家の成立（前352～前328）

①JH一三年大梁文（lft三年，大梁左庫工師丑，冶双）②計三年陵陰令父

（岩三年，陵陰令撒，右工師慈，冶禽）③計三年郭令父（茄三年，鄭令

狭，左庫工師臣，冶山）④N四年頓丘令文（肘四年，頓丘令隻，左工

師誓，冶夢）⑤廿七年泌陽文（廿七年，泌陽工師紋，冶象）
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（
2
3
）

紹
介
さ
れ
た
資
料
で
、
李
氏
は
紀
年
の
あ
と
の
県
名
を
「
汝
陰
」
と
読
み
、
「
汝
南
」
（
本
稿
末
の
表
三
「
陳
」
の
項
引
用
の
『
戦
国
策
』

魏
策
一
等
に
見
え
る
）
の
地
に
あ
る
と
考
え
る
。
最
近
、
呉
振
武
氏
は
隠
陰
と
読
む
説
を
発
表
さ
れ
て
、
穎
水
の
支
流
の
濾
水
の
付
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

（
今
の
河
南
省
の
沙
河
南
岸
、
潔
河
市
か
ら
周
口
市
に
か
け
て
の
一
帯
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
後
者
に
従
い
、
地
図
に
お
と

（
2
5
）

し
た
。

四
、
「
県
」
制
の
展
開

国
家
連
合
の
時
代
（
前
三
一
八
年
～
前
二
九
六
年
）
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続
い
て
の
地
図
は
、
国
家
連
合
の
時
代
、
前
三
一
八
年
か
ら
前
二
九
六
年
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
蘇
秦
・
張
儀
・
孟
嘗
君
な

ど
の
所
謂
合
従
・
連
衡
の
時
代
と
い
わ
れ
る
時
期
に
重
な
る
（
地
図
三
・
表
三
）
。

　
前
三
一
八
年
、
秦
の
式
典
開
催
に
対
抗
し
て
蘇
秦
の
「
合
従
」
は
成
立
し
た
と
い
う
。
当
時
、
七
雄
の
力
は
拮
抗
し
て
一
国
で
他
国

を
圧
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
は
な
く
、
多
様
な
国
家
連
合
が
模
索
さ
れ
た
。
前
三
一
〇
年
に
死
去
す
る
張
儀
も
こ
こ
に
活
躍
す
る
。
こ

の
時
期
、
韓
と
魏
は
秦
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
韓
は
前
三
〇
七
年
に
大
県
の
宜
陽
を
失
い
、
魏
は
西
方
拠
点
の
皮
氏
を
た
び
た

び
攻
撃
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
前
二
九
八
年
に
孟
嘗
君
の
「
合
従
」
が
成
立
し
、
秦
を
函
谷
関
に
ま
で
押
し
戻
し
た
。
い
ま
だ
秦
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

東
方
を
飲
み
込
む
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
図
三
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
期
間
に
は
コ
ニ
級
の
管
理
制
度
」
を
記
し
た
韓
の
兵
器
が
登
場
す
る
。
宜
陽
（
図
三
①
・
②
）
や
新
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

（
図
三
③
）
、
盧
氏
（
図
三
④
）
な
ど
の
地
で
あ
る
が
、
地
名
の
考
証
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ま
と
め
た
の
で
省
略
す
る
。

　
こ
こ
で
は
青
銅
兵
器
の
編
年
作
業
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
宜
陽
父
二
件
（
①
二
年
令
父
と
②
四
年
令
父
）
は
器
形
だ
け
で
は
、

戦
国
中
後
期
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
（
図
三
⑤
・
⑥
・
⑦
参
照
）
。
し
か
し
韓
地
の
宜
陽
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
前
三
〇



⑤

購麺酵

⑥

⑦

aPiiv
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こ

ム
堀

①

ぶ
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内
π
燈
ρ
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

③

　　　　　図3　国家連合の時代（前318～前296）

①二年令文（二年，令麗諄，宜陽右庫工師長圷，冶瘍）②四年令父

（四年，令韓諦，宜陽工師播憲，冶庶）③八年新城大令文（八年，新城

大令韓定，工師宋費，冶楮）④七年盧氏令文（七年，盧氏令韓歳蕨，

工師司馬隊，作余）⑤二年令文（全形）⑥四年令父（全形）⑦七年
盧氏令文（全形）
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（
2
8
）

七
年
に
秦
に
と
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
楊
寛
『
戦
国
史
（
増
訂
本
）
』
三
六
三
頁
）
、
そ
の
年
は
、
韓
の
嚢
王
の
五
年
で
あ
る
。

こ
う
し
た
形
式
を
も
つ
兵
器
は
秦
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
限
は
嚢
王
五
年
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
②
嚢
王
の
二
年
（
前
三
一
〇
）

と
③
嚢
王
の
四
年
（
前
三
〇
八
）
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
嚢
王
の
前
の
王
は
宣
恵
王
で
あ
り
、
威
侯
の
二
年
・
四
年
の
資
料
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
都
の
鄭
韓
故
城
か
ら
出
土
し
た
兵
器
に
・
王
二
年
・
王
三
年
の
銘
を
持
つ
も
の
が
馳
・
鄭
韓
故
城
出
土
兵
器

の
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
で
は
、
最
初
に
「
三
級
の
管
理
制
度
」
を
記
す
資
料
で
あ
る
。
韓
の
王
号
採
用
は
威
侯
八
年
（
前
三
二

六
）
で
あ
り
、
上
限
は
嚢
王
の
二
年
・
三
年
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
黄
錫
全
氏
同
様
、
嚢
王
二
年
・
四
年
と
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ

　
　
　
　
　
（
3
0
）

る
と
考
え
て
い
る
。五

、
新
た
な
領
域
の
認
識

統
一
前
夜
（
前
二
六
二
年
～
前
二
四
一
年
）

　
最
後
の
地
図
は
統
一
前
夜
、
前
二
六
二
年
か
ら
前
二
四
一
年
の
時
期
で
あ
る
（
地
図
四
・
表
四
）
。
こ
の
時
期
、
秦
の
統
一
を
決
定

づ
け
る
長
平
の
戦
い
（
前
二
六
〇
年
）
が
あ
っ
た
。
孟
嘗
君
以
外
の
戦
国
四
君
は
こ
こ
に
活
躍
す
る
。
翌
年
の
那
郵
包
囲
に
は
、
趙
の

平
原
君
．
魏
の
信
陵
君
．
楚
の
春
申
君
が
協
力
し
て
秦
軍
を
防
い
だ
。
前
二
五
五
年
に
は
長
く
名
目
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
東
周
が
滅

ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
魏
の
信
陵
君
は
前
二
四
七
年
に
も
合
従
を
実
現
し
、
前
二
四
一
年
に
は
楚
の
春
申
君
に
よ
る
戦
国
最
後
の
合
従

が
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
合
従
は
さ
し
た
る
戦
果
も
あ
げ
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
斉
を
攻
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
は
や
秦
の
優
勢

は
動
か
し
が
た
い
段
階
に
来
て
い
た
。

　
こ
の
時
期
の
三
晋
兵
器
と
し
て
は
、
再
び
韓
の
も
の
、
嚢
城
（
図
四
①
・
②
）
・
汝
陽
（
図
四
③
）
・
安
陽
（
図
四
④
・
⑤
）
の
地
名

　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

を
記
す
兵
器
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
韓
製
造
の
兵
器
と
判
断
し
た
の
は
、
銘
文
の
形
式
か
ら
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
す
で
に
旧
稿
の
中
で
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述
べ
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
と
、
鄭
韓
故
城
出
土
兵
器
の
研
究
か
ら
「
司
冠
」
と
い
う
監
督
者
が
加
わ
る
の
は
桓
恵
王
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

年
（
前
二
六
四
）
以
降
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
基
準
を
地
方
に
ま
で
お
し
て
考
え
、
編
年
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
兵
器
が
韓
の
も
の
か
と
い
え
ば
、
銘
文
形
式
か
ら
ま
ず
三
晋
兵
器
と
判
断
し
、
次
に
「
造
」
の
文
字

や
「
戟
」
の
文
字
の
字
形
か
ら
韓
国
兵
器
と
判
断
す
る
。
青
銅
兵
器
に
見
え
る
「
造
」
の
字
形
は
林
清
源
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
さ

　
　
（
3
3
）

れ
て
い
る
、
図
四
⑥
の
文
字
は
告
（
あ
る
い
生
）
、
貝
、
　
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
韓
の
兵
器
文
字
の
形
で
、
最
近
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

中
国
社
会
科
学
院
の
蘇
輝
氏
は
三
晋
で
は
、
「
造
」
字
が
韓
以
外
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
お
よ
そ
韓

器
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

　
以
上
、
五
件
の
韓
国
兵
器
を
地
図
上
に
お
と
し
た
時
、
興
味
深
い
事
実
に
私
た
ち
は
気
が
つ
く
。

　
韓
桓
恵
王
の
廿
三
年
（
図
四
②
）
・
廿
七
年
（
図
四
⑤
）
、
王
安
六
年
（
図
四
①
）
と
は
、
前
二
五
〇
年
か
ら
前
二
三
〇
年
に
か
け
て

の
期
間
に
あ
た
り
、
戦
国
韓
滅
亡
直
前
の
時
期
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
時
期
に
、
韓
は
漢
代
の
頴
川
郡
南
部
・
汝
南
郡
に
あ
た
る
地
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
、
文
献
の
欠

を
補
う
も
の
と
し
て
、
注
意
に
値
す
る
。
さ
ら
に
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
辺
り
の
地
は
、
韓
の
青
銅
兵
器
を
産
出
す
る
原
料
供
給
地
と

し
て
、
『
戦
国
策
』
韓
策
一
・
『
史
記
』
蘇
秦
列
伝
に
伝
え
る
所
で
あ
る
。
地
図
三
を
併
せ
て
見
る
と
、
こ
の
付
近
は
、
巣
難
・
合
伯
・

郵
氏
・
龍
淵
な
ど
名
剣
の
産
地
と
い
わ
れ
た
地
方
に
相
当
す
る
。
韓
は
鋭
利
な
兵
器
を
産
す
る
国
と
し
て
当
時
、
名
を
馳
せ
て
い
た
。

そ
の
産
地
を
韓
は
滅
亡
の
直
前
ま
で
押
さ
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
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に



　
本
稿
は
戦
国
時
代
中
原
地
域
の
領
域
変
遷
を
時
期
を
区
切
っ
て
描
画
化
し
、
お
よ
そ
五
〇
年
ご
と
の
戦
国
三
晋
と
周
辺
諸
国
と
の
勢

力
関
係
を
視
覚
的
に
表
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
地
図
作
成
に
あ
た
っ
て
は
文
献
史
料
・
出
土
資
料
双
方
を
使
用
し
、
史
料
根
拠
を
四
期
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
た
。
近
年
の
史
料
学
的
研

究
．
紀
年
研
究
の
成
果
の
上
に
あ
る
研
究
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
作
業
自
体
は
歴
史
地
理
学
の
近
一
世

紀
の
成
果
が
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
上
で
、
筆
者
は
こ
の
地
図
上
に
青
銅
兵
器
銘
文
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
「
県
」
制
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
情
報
を
併
記
し
た
。

兵
器
資
料
の
偏
在
性
の
た
め
、
必
ず
し
も
十
分
に
論
じ
得
た
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
県
の
統
治
機
構
の
整
備
が
、
紀
元
前
四
世
紀
後

半
の
第
四
四
半
期
、
魏
か
ら
韓
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
流
れ
は
つ
か
め
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
趙
の
資
料
を
あ
ま
り
紹
介
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
る
。
現
状
知
ら
れ
る
趙
の
紀
年
兵
器
百
件
ほ
ど
の
過
半
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

相
邦
．
守
相
関
連
兵
器
で
あ
る
こ
こ
と
、
趙
の
地
方
鋳
造
兵
器
で
コ
ニ
級
の
管
理
制
度
」
を
記
す
資
料
は
二
〇
件
ほ
ど
知
ら
れ
る
が
、

編
年
や
地
名
の
比
定
に
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
単
純
に
本
地
図
の
範
囲
外
と
な
っ
た
こ
と
（
凡
例
参
照
）
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
筆
者
の
能
力
の
不
足
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
し
初
歩
的
な
が
ら
、
魏
か
ら
韓
・
趙
へ
と
い
う
見
通
し

は
得
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
秦
・
楚
・
燕
・
斉
と
の
比
較
・
相
互
関
係
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
青
銅
兵
器
上
へ
の
「
三
級
の
管
理
制
度
」
の
記
入
と
戦
国
「
県
」
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
前
稿
ま
で
の
見
解

を
ふ
ま
え
る
も
の
で
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
筆
者
の
指
摘
は
、
現
状
、
機
構
的
整
備
と
人
事
管
理
制
度
方
面
に

下田代中原地域領域変遷図作成の試み

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
戦
国
青
銅
兵
器
銘
文
資
料
の
記
事
は
支
配
の
方
式
や
社
会
の
変
化
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容
も
持
っ
て
お
り
、
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
讃
其
駿
氏
の
前
三
五
〇
年
頃
と
さ
れ
る
諸
侯
形
勢
図
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
私
た
ち
は
戦
国
時
代
の
　
燭



地
図
と
い
え
ば
、
こ
の
地
図
を
思
い
浮
か
べ
る
く
ら
い
、
本
地
図
は
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
平
勢
隆

郎
氏
の
一
連
の
著
作
も
、
護
其
駿
氏
ら
に
よ
っ
て
秦
の
領
域
と
さ
れ
て
い
た
「
析
」
の
あ
た
り
を
削
除
し
て
、
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
屯
留
・
端
氏
は
前
三
五
〇
年
に
は
趙
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
表
二
参
照
）
、
韓
の
範
囲
に
入
っ
て
い
る
。
皮

牢
も
韓
で
は
な
く
、
魏
地
で
あ
ろ
う
。
前
三
六
二
年
に
魏
が
趙
の
皮
牢
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
（
魏
世
家
）
。
中
牟
と
い
う
趙
の
古
都

も
（
水
経
・
河
水
注
）
前
三
六
〇
年
頃
交
換
に
よ
り
魏
に
移
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
疑
問
は
あ
り
、
一
定
の
注
意
は

必
要
で
あ
る
。
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注
（
1
）
　
鐘
鳳
年
「
戦
国
彊
域
沿
革
孜
（
魏
）
」
（
『
萬
貢
』
ニ
ー
一
一
）
、

　
　
銭
穆
『
史
記
地
名
考
』
（
一
九
六
二
年
、
商
務
印
書
館
、
二
〇

　
　
〇
一
年
）
、
程
発
朝
『
戦
国
策
地
名
考
釈
』
（
国
立
編
訳
館
、
一

　
　
九
九
〇
年
）
、
　
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九

　
　
九
八
年
）
。

（
2
）
　
木
村
正
雄
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
ー
特
に
そ
の
成
立
の
基

　
　
礎
条
件
』
（
不
昧
堂
、
一
九
六
五
年
、
新
訂
版
、
比
較
文
化
研

　
　
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（
3
）
　
拙
稿
「
戦
国
韓
国
の
権
力
構
造
－
政
権
上
層
部
の
構
成
を
中

　
　
心
に
ー
」
『
史
海
』
五
一
、
二
〇
〇
四
年
。
同
「
鄭
韓
故
城
出

　
　
土
銅
兵
器
の
基
礎
的
考
察
」
『
学
習
院
大
学
人
文
論
集
』
＝
二
、

　
　
二
〇
〇
四
年
。
同
「
戦
国
韓
国
の
地
方
鋳
造
兵
器
を
め
ぐ
っ
て

　
ー
戦
国
後
期
韓
国
の
領
域
と
権
力
構
造
1
」
『
学
習
院
史
学
』

　
　
四
三
、
二
〇
〇
五
年
。
同
「
戦
国
魏
国
に
お
け
る
『
県
』
制
の

　
　
成
立
－
魏
国
兵
器
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
古
代
文
化
』

　
　
第
五
八
巻
第
－
号
、
二
〇
〇
七
年
、
掲
載
予
定
。
同
「
相
邦
．

　
　
守
相
監
造
青
銅
兵
器
の
編
年
を
め
ぐ
っ
て
1
戦
国
後
期
趙
の
政

　
　
治
過
程
・
国
際
関
係
の
解
明
の
た
め
に
ー
」
『
九
州
大
学
東
洋

　
　
史
論
集
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
七
年
、
掲
載
予
定
。

（
4
）
　
平
勢
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
－
中
国
古
代
紀
年
の
研
究

　
　
序
章
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
藤
田
勝
久
『
史
記

　
　
戦
国
史
料
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

（
5
）
　
李
暁
傑
「
戦
国
時
期
韓
国
彊
域
変
遷
考
」
『
中
国
史
研
究
』



　
　
二
〇
〇
一
年
第
三
期
、
同
「
戦
国
時
期
趙
国
彊
域
変
遷
考
」

　
　
『
九
州
』
第
三
輯
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
、
同
「
戦
国

　
　
時
期
魏
国
彊
域
変
遷
考
」
『
歴
史
地
理
』
一
九
、
二
〇
〇
三
年
。

（
6
）
　
出
土
資
料
と
り
わ
け
三
晋
兵
器
に
注
目
し
て
、
県
制
の
問
題

　
　
を
考
え
る
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
は
呉
良
宝
氏
と
通
ず
る
（
呉

　
　
良
宝
「
戦
国
文
字
所
見
三
晋
置
県
輯
考
」
『
中
国
史
研
究
』
二

　
　
〇
〇
二
年
第
四
期
）
。

（
7
）
　
江
村
治
樹
「
戦
国
時
代
出
土
文
字
資
料
の
国
別
特
質
」
『
春

　
　
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇

　
　
〇
〇
年
。

（
8
）
　
「
三
級
の
管
理
制
度
」
と
は
筆
者
の
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
ま

　
　
で
中
国
考
古
学
で
は
「
物
勒
工
名
」
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ

　
　
て
き
た
。
つ
ま
り
器
物
の
製
造
責
任
を
明
示
す
る
よ
う
に
な
る

　
　
段
階
を
示
し
て
い
る
。
秦
漢
的
県
制
に
つ
い
て
は
、
飯
尾
秀
幸

　
　
「
中
国
古
代
に
お
け
る
国
家
と
共
同
体
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
五

　
　
四
七
、
一
九
八
五
年
）
・
紙
屋
正
和
「
前
漢
郡
県
統
治
制
度
の

　
　
展
開
に
つ
い
て
」
上
・
下
（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
＝
ニ
ー

　
　
四
・
一
四
1
↓
、
一
九
八
二
年
）
に
示
さ
れ
る
県
の
統
治
事
項

　
　
を
考
え
て
い
る
。

（
9
）
　
前
掲
注
三
拙
稿
「
戦
国
魏
国
に
お
け
る
『
県
』
制
の
成
立
」

　
　
参
照
。

（
1
0
）
　
謳
其
駿
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
一
冊
、
中
国
地
図
出

　
　
版
社
、
↓
九
八
二
年
（
香
港
、
三
聯
書
店
、
一
九
九
一
年
）
。

（
1
1
）
　
こ
う
し
た
方
法
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
平
勢
隆
郎
氏
よ
り

　
　
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
地
図
作
成
に
あ
た
っ
て
は
柏
倉
伸

　
　
哉
氏
（
学
習
院
大
学
大
学
院
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

（
1
2
）
　
謂
其
駿
ほ
か
『
《
中
国
歴
史
地
図
集
》
釈
文
彙
編
』
東
北
巻
、

　
　
中
央
民
族
学
院
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（
1
3
）
　
筆
者
が
青
銅
兵
器
銘
文
（
と
く
に
三
晋
兵
器
）
に
注
目
す
る

　
　
理
由
は
、
戦
国
中
後
期
の
資
料
に
紀
年
と
地
名
・
県
令
の
名
前
、

　
　
工
房
の
責
任
者
・
製
造
者
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ

　
　
る
。
青
銅
容
器
に
も
そ
の
よ
う
な
記
事
は
見
ら
れ
る
が
、
少
数

　
　
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
媒
体
（
陶
器
・
印
章
・
貨
幣
な
ど
）

　
　
は
簡
略
な
記
載
に
留
ま
る
。
簡
腰
資
料
は
楚
・
秦
に
集
中
し
、

　
　
中
原
地
域
の
歴
史
的
展
開
を
う
か
が
う
直
接
の
資
料
と
は
な
り

　
　
え
な
い
。

（
1
4
）
　
本
稿
第
二
節
・
第
四
節
・
第
五
節
の
冒
頭
に
ま
と
め
る
時
代

　
　
の
理
解
に
つ
い
て
は
拙
文
「
戦
国
時
代
中
原
地
域
の
変
遷
」

　
　
（
『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
争
覇
春
秋
戦
国
』
学
習
研
究
社
、
二
〇

　
　
〇
五
年
）
に
基
づ
く
。
本
書
は
一
般
書
で
あ
る
が
、
当
該
部
分

　
　
は
本
稿
所
載
の
史
料
根
拠
に
よ
り
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
黄
盛
璋
「
試
論
三
晋
兵
器
的
国
別
和
年
代
及
其
相
関
問
題
」

　
　
『
考
古
学
報
』
一
九
七
四
年
第
一
期
、
四
三
頁
。

（
1
6
）
　
林
巳
奈
夫
「
春
秋
戦
国
時
代
文
化
の
基
礎
的
編
年
」
『
中
国

　
　
股
周
時
代
の
武
器
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
二

　
　
年
、
四
七
二
頁
。

（
1
7
）
　
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
前
期
の
青
銅
兵
器
（
銅
父
・
戟
）
に
記

　
　
さ
れ
た
銘
文
に
つ
い
て
は
江
村
治
樹
「
春
秋
戦
国
時
代
の
銅
父
・
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戟
の
編
年
と
銘
文
」
『
東
方
学
報
」
五
二
、
一
九
八
〇
年
（
前

　
　
掲
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
第
三
部
第

　
　
一
章
所
収
）
を
参
照
。

（
1
8
）
　
地
図
一
に
示
し
た
紀
年
丘
ハ
器
前
史
の
資
料
と
し
て
は
、
図
一

　
　
掲
載
以
外
に
呉
庫
父
（
集
成
嵩
・
一
〇
⑩
お
）
、
陽
狐
父
（
集
成
嵩
・

　
　
一
〇
⑩
一
①
）
、
屯
留
父
（
集
成
嵩
・
一
〇
匿
『
）
、
露
父
（
文
物
お
゜
。
①
1

　
　
①
、
や
㊤
、
戸
＝
図
卜
。
ら
・
悼
、
b
」
b
。
図
b
。
『
∴
～
b
。
）
、
関
輿
父

　
　
（
集
成
嵩
・
一
〇
Φ
b
。
㊤
）
、
梁
文
（
集
成
嵩
・
一
〇
c
。
b
。
°
。
）
、
梁
□
庫
父
鍬

　
　
（
三
代
卜
。
O
・
㎝
？
G
。
）
、
，
耶
郵
上
庫
父
（
集
成
嵩
・
コ
O
G
。
㊤
）
。
鄭
の

　
　
地
名
を
記
す
簡
式
兵
器
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
鄭
韓
故
城
出

　
　
土
銅
兵
器
の
基
礎
的
考
察
」
引
用
の
（
一
）
～
（
一
〇
）
の
資

　
　
料
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
9
）
　
平
勢
隆
郎
「
魏
の
『
竹
書
紀
年
」
と
三
代
」
『
中
国
の
歴
史

　
　
〇
二
　
都
市
国
家
か
ら
中
華
へ
1
股
周
春
秋
戦
国
』
講
談
社
、

　
　
二
〇
〇
五
年
、
＝
二
四
～
一
四
一
頁
。

（
2
0
）
　
前
掲
拙
稿
「
戦
国
魏
国
に
お
け
る
『
県
』
制
の
成
立
」
参
照
。

（
2
1
）
　
前
掲
拙
稿
「
鄭
韓
故
城
出
土
銅
兵
器
の
基
礎
的
考
察
」
参
照
。

（
2
2
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の
現
在
地
と
の
比
定
に
つ
い
て
は
前
掲
拙

　
　
稿
「
戦
国
魏
国
に
お
け
る
『
県
』
制
の
成
立
」
参
照
。

（
2
3
）
　
李
朝
遠
「
汝
陰
令
父
小
考
」
『
中
国
文
字
研
究
』
第
一
輯
、

　
　
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
2
4
）
　
呉
振
武
「
新
見
古
兵
地
名
考
釈
両
則
」
『
九
州
』
第
三
輯
、

　
　
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（
2
5
）
　
地
図
二
に
示
し
た
兵
器
資
料
は
図
二
掲
載
以
外
に
は
、
廿
八

　
　
年
上
洛
左
庫
父
（
近
出
ら
・
一
一
゜
。
G
。
）
、
九
年
哉
丘
令
父
（
集
成
ミ
・

　
　
＝
G
。
δ
）
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
こ
の
部
分
と
次
節
の
時
代
の
理
解
に
つ
い
て
は
前
掲
平
勢
隆

　
　
郎
『
都
市
国
家
か
ら
中
華
へ
』
第
七
章
を
参
照
。

（
2
7
）
　
前
掲
拙
稿
「
戦
国
韓
国
の
地
方
鋳
造
兵
器
を
め
ぐ
っ
て
」
参

　
　
照
。
そ
の
ほ
か
地
図
三
に
示
し
た
兵
器
資
料
は
十
一
年
皐
落
父

　
　
（
近
出
心
直
一
お
）
、
八
年
新
城
大
令
父
（
集
成
嵩
・
昌
ω
心
α
）
、
七

　
　
年
邦
司
憲
矛
（
集
成
H
c
。
・
目
置
㎝
）
、
十
二
年
邦
司
憲
矛
（
集
成

　
　
一
〇
。
・
＝
置
O
）
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
楊
寛
『
戦
国
史
（
増
訂
本
）
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九

　
　
八
年
。

（
2
9
）
　
「
王
二
年
、
鄭
令
韓
口
、
右
庫
師
酪
鹿
」
（
集
成
嵩
・
一
一
G
。
b
。
°
。
）
、

　
　
「
王
三
年
、
鄭
令
韓
煕
、
右
庫
工
師
史
表
、
冶
口
」
（
集
成
嵩
・

　
　
一
一
G
。
㎝
刈
）
。

（
3
0
）
　
黄
錫
全
「
新
見
宜
陽
銅
父
考
論
」
『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇

　
　
二
年
第
二
期
。

（
3
1
）
　
そ
の
ほ
か
地
図
四
に
示
し
た
兵
器
資
料
は
廿
四
年
口
陰
令
丈

　
　
（
集
成
嵩
・
一
一
G
。
㎝
①
）
、
廿
一
年
啓
封
令
父
（
集
成
嵩
・
一
一
ω
O
①
）
、

　
　
廿
九
年
高
都
令
剣
（
集
成
一
゜
。
・
一
一
①
総
～
一
一
①
α
゜
。
）
、
廿
九
年
高

　
　
都
令
文
（
集
成
嵩
・
一
一
゜
。
O
N
）
、
十
七
年
邪
令
父
（
集
成
嵩
・

　
　
一
一
こ
。
①
O
）
、
十
四
年
武
城
令
父
（
集
成
ミ
・
一
一
ω
ミ
）
で
あ
る
。

（
3
2
）
　
前
掲
拙
稿
「
鄭
韓
故
城
出
土
銅
兵
器
の
基
礎
的
考
察
」
・
「
戦

　
　
国
韓
国
の
地
方
鋳
造
兵
器
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。

（
3
3
）
　
林
清
源
「
従
『
造
』
字
看
春
秋
戦
国
文
字
異
形
現
象
」
謝
雲
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飛
等
著
・
輔
仁
大
学
中
国
文
学
系
所
中
国
文
字
学
会
主
編
『
中

　
　
国
文
字
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
第
三
届
、
輔
仁
大
学
出

　
　
版
社
、
一
九
九
二
年
。

（
3
4
）
　
蘇
輝
『
秦
・
三
晋
紀
年
兵
器
研
究
』
中
国
社
会
科
学
院
研
究

　
　
生
院
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年
（
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
）
。

　
　
な
お
、
秦
に
お
い
て
も
紀
年
兵
器
銘
文
中
に
多
く
「
造
」
字
が

　
　
出
現
す
る
。
し
か
し
字
形
は
大
き
く
異
な
る
。
最
近
の
兵
馬
桶

　
　
一
号
坑
出
土
の
「
七
年
相
邦
呂
不
章
」
戟
か
ら
も
一
行
目
に

　
　
「
造
」
字
は
確
認
で
き
る
（
蒋
文
孝
・
劉
占
成
「
秦
桶
坑
新
出

　
　
銅
父
・
戟
研
究
」
『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
、
参
照
）
。

（
3
5
）
　
本
稿
の
地
図
上
に
お
い
て
紹
介
し
た
趙
国
兵
器
は
黄
城
父
・

　
　
郎
郡
上
父
・
耶
邸
上
庫
文
（
と
も
に
地
図
一
）
と
十
七
年
邪
令

　
　
父
・
十
四
年
武
城
令
父
（
と
も
に
地
図
四
）
で
あ
る
。

（
3
6
）
　
相
邦
・
守
相
関
連
兵
器
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
相
邦
・
守

　
　
相
監
造
青
銅
兵
器
の
編
年
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。

図
版
原
載
　
図
版
は
基
本
的
に
集
成
・
近
出
よ
り
掲
載
し
た
。

図
一
　
①
太
原
図
版
六
七
　
②
集
成
嵩
・
一
〇
⑩
卜
。
㈹
　
③
集
成
嵩
・
一
8
⑩

　
　
　
q
　
④
集
成
嵩
・
一
〇
Φ
O
①
　
⑤
集
成
霜
・
一
一
一
。
。
b
。
　
⑥
集
成
嵩
・

　
　
　
一
一
一
G
。
㎝
　
⑦
中
原
文
物
6
c
。
c
。
－
G
。
、
b
」
O
、
図
卜
。

図
二
　
①
集
成
ミ
・
一
δ
G
。
O
　
②
中
国
文
字
研
究
一
　
③
集
成
ミ
・

　
　
　
一
一
。
。
一
b
。
　
④
集
成
ミ
・
一
一
゜
。
b
。
一
　
⑤
近
出
心
・
一
一
謡

図
三
　
①
考
古
与
文
物
・
。
O
O
・
。
幽
、
㍗
ざ
、
図
ω
」
　
②
集
成
嵩
・

　
　
　
一
一
ω
一
①
　
③
集
成
嵩
・
一
一
゜
。
ホ
　
④
四
川
P
b
。
お
、
図
お
　
⑤

図
四

考
古
与
文
物
卜
。
O
O
卜
。
I
b
。
、
や
①
⑩
、
図
b
。

⑦
四
川
b
』
合
、
図
幽
G
。
°
°
。

①
近
出
鼻
・
一
一
〇
①
　
②
集
成
一
゜
。
・
一
一
㎝
①
α

④
集
成
一
゜
。
・
一
届
露
　
⑤
近
出
心
・
旨
O
O

⑥
集
成
嵩
・
＝
ω
δ

③
近
出
ら
・
一
一
〇
㎝

⑥
近
出
癖
・
一
一
⑩
①

地
図
中
引
用
兵
器
出
典
　
（
本
稿
に
図
版
の
未
掲
載
の
も
の
）

地
図
一
　
郎
郵
上
庫
父
（
集
成
ミ
・
＝
O
°
。
Φ
）
　
黄
父
（
集
成
旨
・

　
　
　
　
一
〇
㊤
O
一
）
　
鄭
文
（
集
成
一
？
一
〇
〇
〇
卜
。
）
　
闘
輿
父
（
集
成
一
刈
・

　
　
　
　
一
〇
㊤
b
⊃
Φ
）
　
露
n
文
（
文
物
お
゜
。
①
よ
、
戸
Φ
）
　
屯
留
父
（
集

　
　
　
　
成
嵩
・
H
O
㊤
b
。
刈
）
　
梁
父
（
集
成
ミ
・
δ
c
。
昏
。
。
。
）
　
陽
狐
父

　
　
　
　
（
集
成
一
？
一
〇
⑩
一
①
）
　
梁
□
庫
父
鍬
（
三
代
b
。
O
凸
O
・
ω
）

　
　
　
　
呉
（
虞
）
父
（
集
成
ミ
・
一
〇
⑩
一
㊤
）
　
鄭
左
（
右
・
武
・
圭
）

　
　
　
　
庫
父
（
前
掲
拙
稿
「
鄭
韓
故
城
出
土
銅
兵
器
の
基
礎
的
考

　
　
　
　
察
」
参
照
）

地
図
二
　
九
年
哉
丘
令
父
（
集
成
旨
・
一
一
。
。
一
G
。
）
　
廿
八
年
上
洛
文

　
　
　
　
（
近
出
心
・
一
一
゜
。
°
。
）

地
図
三
　
七
年
邦
司
冠
矛
（
集
成
一
。
。
・
H
扇
ホ
）
　
十
二
年
邦
司
冠
矛

　
　
　
　
（
集
成
一
。
。
・
一
一
㎝
お
）
　
十
一
年
皐
落
文
（
近
出
ら
・
一
一
お
）

地
図
四
　
十
四
年
武
城
令
父
（
集
成
ミ
・
一
一
G
。
ミ
）
　
十
七
年
邪
令
父

　
　
　
　
（
集
成
嵩
・
に
G
。
①
①
）
　
廿
一
年
啓
封
令
文
（
集
成
ミ
・

　
　
　
　
＝
c
。
O
①
）
　
廿
九
年
高
都
令
剣
（
集
成
一
c
。
・
巨
①
語
～
一
一
①
α
ω
）

　
　
　
　
廿
九
年
高
都
令
父
（
集
成
ミ
・
一
一
G
。
O
卜
。
）
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略
称
一
覧

三
代
　
羅
振
玉
編
「
三
代
吉
金
文
存
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

太
原
　
山
西
省
考
古
研
究
所
ほ
か
『
太
原
晋
国
趙
卿
墓
』
文
物
出
版

　
　
　
社
、
一
九
九
⊥
ハ
年
。

四
川
　
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
・
榮
経
県
厳
道
古
城
遺
祉
博
物
館

　
　
　
「
榮
経
県
同
心
村
巴
蜀
船
棺
葬
発
掘
報
告
」
四
川
省
文
物
考

　
　
　
古
研
究
所
『
四
川
考
古
報
告
集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八

　
　
　
年
。

集
成
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殼
周
金
文
集
成
』
第
十

　
　
　
七
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
。

　
　
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
股
周
金
文
集
成
』
第
十

　
　
　
八
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
。

近
出
　
劉
雨
・
盧
岩
編
『
近
出
股
周
金
文
集
録
』
第
四
冊
、
中
華
書

　
　
　
局
、
二
〇
〇
二
年
。
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〔
史
料
根
拠
〕

表
一
　
魏
文
侯
の
時
代
（
前
四
一
一
二
～
前
三
九
五
）

地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

少
梁

魏

四
二
二

霊
公
六
年
、
晋
城
少
梁
、
秦
撃
之
。

秦
本
紀

二
〇
〇

臨
晋

魏

四
二
二

（
文
侯
称
侯
）
十
六
年
、
伐
秦
、
築
臨
晋
元
里
。

魏
世
家

一
八
三
八

元
里

魏

四
二
二

同
上

楚
丘

四
二
二

魯
季
孫
会
晋
幽
公
於
楚
丘
。
取
葭
密
、
遂
城
之
。

竹
書
紀
年
　
済
水
注
引

葭
密

四
二
二

同
上

鄭

秦

四
二
一

西
攻
秦
、
至
鄭
而
還
、
築
雛
陰
・
合
陽
。

魏
世
家

一
八
三
八

雛
陰

魏

四
二
一

同
上

合
陽

魏

四
二
一

同
上

法
氏

趙

四
一
七

晋
烈
公
元
年
、
趙
献
子
城
泣
氏
。

竹
書
紀
年
　
沁
水
注
引

平
陽

韓

四
一
七

晋
烈
公
元
年
、
韓
武
子
都
平
陽
。

竹
書
紀
年
　
扮
水
注
引

籍
姑

秦

四
一
六

（
霊
公
）
十
三
年
（
正
し
く
は
十
二
）
、
城
籍
姑
。

秦
本
紀

二
〇
〇

脛
陽

秦

四
一
六

（
粛
霊
公
）
居
浬
陽
。
享
国
十
年
。
葬
悼
公
西
。

始
皇
本
紀

二
八
八

上
洛

魏

四
一
五

晋
烈
公
三
年
、
楚
人
伐
我
南
鄙
、
至
干
上
洛
。

竹
書
紀
年
　
丹
水
注
引

繁
庸

魏

四
一
五

（
文
侯
称
侯
二
十
三
年
）
使
子
撃
囲
繁
・
廠
、
出
其
民
。

魏
世
家

一
八
三
八

黄
城

魏

四
一
五

宣
公
四
十
三
年
、
伐
晋
、
殿
黄
城
、
囲
陽
狐
。

田
世
家

一
八
八
五
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地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

陽
狐

魏

四
一
五

同
上

平
邑

趙

四
一
四

（
献
公
）
十
三
年
、
城
平
邑
。
（
竹
書
紀
年
河
水
注
ほ
か
同
）

趙
世
家

一
七
九
七

重
泉

秦

四
一
一

簡
公
六
年
、
令
吏
初
帯
剣
。
璽
洛
。
城
重
泉
。

秦
本
紀

二
〇
〇

雍
丘

韓

四
〇
九

編
公
十
五
年
、
韓
景
侯
伐
鄭
、
取
雍
丘
。
鄭
城
京
。

鄭
世
家

一
七
七
六

京

鄭

四
〇
九

同
上

負
黍

韓

四
〇
八

（
編
公
）
十
六
年
、
鄭
伐
韓
、
敗
韓
兵
於
負
黍
。

鄭
世
家

一
七
七
六

庫
丘

斉

四
〇
七

晋
烈
公
十
一
年
、
田
悼
子
卒
、
田
布
殺
其
大
夫
公
孫
孫
、
公
孫
会
以
塵
丘
叛
於
趙
、
田
布
囲
魔
丘
、
謬
角
・
趙
孔
屑
・
韓
師
救
魔
丘
、
及
田
布
戦
於
龍
沢
、
田
布
敗
適
。

竹
書
紀
年
　
瓠
水
注
引

乗
丘

楚
（
Z

四
〇
四

悼
王
二
年
、
三
晋
来
伐
楚
、
至
乗
丘
而
還
。

楚
世
家

｝
七
二
〇

陽
狐

魏

四
〇
四

（
文
侯
称
侯
三
十
四
年
）
秦
伐
我
、
至
陽
狐
。

魏
世
家

一
八
三
九

鄭

魏

任
西
門
豹
守
鄭
、
而
河
内
称
治
。

魏
世
家

一
八
三
九

酸
喪

魏

四
〇
一

（
文
侯
称
侯
四
十
二
年
）
城
酸
喪
。
敗
秦
干
注
。

魏
世
家

一
八
四
一

注

韓
⑤
）

四
〇
一

同
上

陽
蕃

韓

四
〇
一

（
景
侯
）
九
年
、
鄭
囲
我
陽
穫
。

韓
世
家

一
八
六
七

嚢
陵

魏
↓
斉

三
九
八

（
文
侯
四
十
五
年
）
斉
伐
取
我
嚢
陵
。

魏
世
家

一
八
四
一

朝

韓
爾
）

三
九
八

枳
深
井
里
最
政
、
勇
敢
士
也
。
避
仇
隠
於
屠
者
之
間
。
（
韓
策
二
よ
り
）

刺
客
列
伝
　
韓
策
二

二
五
二
二
／
四
〇
四
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表
二
　
戦
国
国
家
の
成
立
（
前
三
五
二
～
前
三
二
八
）

地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

安
邑

魏

三
五
二

（
孝
公
）
十
年
、
衛
鞍
為
大
良
造
、
将
兵
囲
魏
安
邑
、
降
之
。
（
ほ
ど
な
く
魏
に
戻
る
か
。
）

秦
本
紀

二
〇
三

嚢
陵

魏

三
五
二

（
梁
恵
成
王
）
十
八
年
、
恵
成
王
以
韓
師
敗
諸
侯
干
嚢
陵
、
斉
侯
使
楚
景
舎
来
求
。
公
会
斉
・
宋
之
囲
。

竹
書
紀
年
　
准
水
注
引

泣
氏

魏

三
五
一

梁
恵
成
王
十
九
年
、
晋
取
玄
武
・
慶
沢
。
※
「
玄
武
」
は
「
弦
氏
」
に
作
る
べ
き
（
楊
寛
『
輯
証
』
三
三
五
頁
ほ
か
）
。

竹
書
紀
年
　
沁
水
注
引

獲
沢

魏

三
五
一

梁
恵
成
王
十
九
年
、
晋
取
玄
武
・
獲
沢
。

同
上

商
塞

秦

三
五
一

（
孝
公
）
十
一
　
城
商
塞
。

六
国
秦
表

七
二
三

固
陽

秦

三
五
一

（
孝
公
）
十
↓
　
衛
鞍
囲
固
陽
、
降
之
。

六
国
秦
表

七
二
三

郡
邸

趙

三
五
一

（
成
侯
）
二
十
四
年
、
魏
帰
我
郡
郷
、
与
魏
盟
潭
水
上
。

趙
世
家

一
八
〇
一

藺

趙

三
五
｝

（
成
侯
二
十
四
年
）
秦
攻
我
藺
。

趙
世
家

一
八
〇
一

博
陵

斉

三
五
一

（
威
王
六
年
［
侯
］
）
晋
伐
我
、
至
博
陵
。

田
世
家

一
八
八
八

逢
沢

魏

魏
三
五
一
周
三
五
〇

魏
伐
郡
椰
［
前
三
五
四
・
三
五
三
］
、
因
退
為
逢
沢
之
遇
、
乗
夏
車
、
称
夏
王
、
朝
為
天
子
、
天
下
皆
従
。

秦
策
四

九
五

端
氏

趙

三
五
〇

粛
侯
元
年
、
奪
晋
君
端
氏
、
徒
処
屯
留
。

趙
世
家

一
八
〇
｝
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地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

屯
留

趙

三
五
〇

同
上

彫

秦
（
？
）

三
五
〇

（
恵
王
［
侯
］
）
二
十
一
年
、
与
秦
会
彫
。

魏
世
家

一
八
四
五

蒔
陵

衛

三
五
〇

（
威
王
［
侯
］
）
七
年
、
衛
伐
我
、
取
醇
陵
。

田
世
家

｝
八
八
八

威
陽

秦

三
五
〇

（
孝
公
）
十
二
年
、
作
為
威
陽
、
築
翼
閾
、
秦
徒
都
之
。

秦
本
紀

二
〇
三

陰
晋

魏

三
四
九

（
粛
侯
）
二
年
、
与
魏
恵
王
遇
於
陰
晋
。

趙
世
家

一
八
〇
一

郡
郵

趙

三
四
八

（
粛
侯
）
三
年
、
公
子
萢
襲
部
郵
、
不
勝
而
死
。

趙
世
家

一
八
〇
一
～
〇
二

緯

魏

三
四
五

梁
武
王
（
恵
成
王
の
誤
り
）
二
十
五
年
、
絡
中
地
坤
、
西
絶
於
扮
。

竹
書
紀
年
　
扮
水
注
引

高
唐

斉
↓
趙

三
四
五

（
粛
侯
）
六
年
、
攻
斉
、
抜
高
唐
。

趙
世
家

一
八
〇
二

首
垣

魏

三
四
四

（
粛
侯
）
七
年
、
公
子
刻
攻
魏
首
垣
。

趙
世
家

一
八
〇
二

孟
津

周
（
？
ウ

三
四
三

梁
君
伐
楚
勝
斉
、
制
趙
・
韓
之
兵
、
駆
十
二
諸
侯
以
朝
天
子
於
孟
津
。

秦
策
五

九
六

南
梁

韓

三
四
二

（
宣
王
）
二
年
［
実
年
次
日
威
宣
王
十
四
年
］
、
魏
伐
趙
。
趙
与
韓
親
、
共
撃
魏
。
趙
不
利
、
戦
干
南
梁
。
（
関
連
記
事
一
斉
策
一
、
一
一
〇
）

田
世
家

一
八
九
三

赫

韓

三
四
二

梁
恵
成
王
二
十
八
年
、
穣
疵
率
師
及
鄭
、
孔
夜
戦
干
梁
・
赫
。

竹
書
紀
年
　
渠
水
注

外
黄

宋
（
？
）

三
四
二

（
恵
王
三
十
年
）
［
実
年
次
一
恵
成
侯
二
十
九
年
］
過
外
黄
、
外
黄
徐
子
謂
太
子
日
。

魏
世
家

一
八
四
五

馬
陵

三
四
二

（
恵
王
三
十
年
）
太
子
果
与
斉
人
戦
、
敗
於
馬
陵
。
斉
虜
魏
太
子
申
、
殺
将
軍
渦
、
軍
遂
大
破
。

魏
世
家

一
八
四
六
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平
陽

魏

三
四
一

二
十
九
年
、
斉
田
粉
及
宋
人
伐
我
東
鄙
、
囲
平
陽
。
（
魏
世
家
索
隠
引
「
二
十
九
年
五
月
、
斉
田
粉
伐
我
東
鄙
。
」
）

竹
書
紀
年
　
洒
水
注
引

商

秦

三
四
〇

秦
封
之
於
・
商
十
五
邑
、
号
為
商
君
。

商
君
列
伝

二
二
三
三

圃
田

魏

三
三
九

梁
恵
成
王
三
十
「
年
三
月
、
為
大
溝
干
北
郭
、
以
行
圃
田
之
水
。

竹
書
紀
年
　
渠
水
注

鷹
門

魏

三
三
八

（
孝
公
）
二
十
四
年
、
与
晋
戦
順
門
、
虜
其
将
魏
錯
。

秦
本
紀

二
〇
四

鄭

秦

三
三
八

（
孝
公
卒
）
商
君
既
復
入
秦
、
走
商
邑
、
与
其
徒
属
発
邑
兵
北
出
撃
鄭
。

商
君
列
伝

二
二
三
七

黄

魏

三
三
四

（
粛
侯
）
十
七
年
、
囲
魏
黄
、
不
克
。
築
長
城
。

趙
世
家

↓
八
〇
二

漢
陽

衛

三
三
二

嗣
君
五
年
、
更
慶
号
日
君
、
独
有
濃
陽
。

衛
世
家

一
六
〇
四

陰
晋

魏
↓
秦

三
三
二

（
恵
文
君
）
六
年
、
魏
納
陰
晋
、
陰
晋
更
名
寧
秦
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

秦
本
紀

二
〇
五

離
陰

魏

三
＝
＝

（
裏
王
）
五
年
［
実
年
次
一
恵
成
王
更
元
四
年
］
、
秦
敗
我
龍
頁
軍
四
万
五
千
干
雛
陰
。

魏
世
家

一
八
四
八

焦

魏

三
＝
＝

（
嚢
王
）
五
年
［
実
年
次
一
恵
成
王
更
元
四
年
］
、
（
秦
）
囲
我
焦
・
曲
沃
。

魏
世
家

一
八
四
八

曲
沃

魏

三
＝
＝

同
上

宜
陽

韓

三
三
〇

（
列
侯
）
九
年
［
実
年
次
一
威
侯
四
年
］
、
秦
伐
我
宜
陽
、
取
六
邑
。

韓
世
家

一
八
六
七

藺

趙

三
二
九

趙
世
家

一
八
〇
三

離
石

趙

三
二
九

同
上

武
城

秦

三
二
九

与
秦
戦
武
城
。
県
陳
。

六
国
秦
表

七
＝
二

陳

魏
↓
秦

三
二
九

同
上
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地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

扮
陰

魏

三
二
九

秦
本
紀

二
〇
六

皮
氏

魏

三
二
九

同
上

応

魏
（
？
）

三
二
九

同
上

蒲
陽

魏

三
二
八

（
嚢
王
）
七
年
、
魏
尽
入
上
郡
干
秦
。
秦
降
我
蒲
陽
。

魏
世
家

一
八
四
八

少
梁

魏

三
二
八

（
秦
恵
王
十
年
）
魏
因
入
上
郡
・
少
梁
、
謝
秦
恵
王
。
恵
王
乃
以
張
儀
為
相
、
更
名
少
梁
日
夏
陽
。

張
儀
列
伝

二
二
八
四
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表
三
　
国
家
連
合
の
時
代
（
前
三
一
八
～
前
一
一
九
六
）

地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

裏
陵

魏
↓
楚

楚
三
二
二
魏
三
二
三

楚
使
柱
国
昭
陽
将
兵
而
攻
魏
、
破
之
於
裏
陵
、
得
八
邑
。
又
移
兵
而
攻
斉
、
斉
王
患
之
。

楚
世
家

一
七
二
一

輩

韓

三
一
八

韓
北
有
輩
・
洛
・
成
皐
之
固
、
西
有
宜
陽
・
常
阪
之
塞
、
東
有
宛
・
穣
・
清
水
、
南
有
脛
山
、
地
方
千
里
、
帯
甲
数
十
万
、
天
下
之
強
弓
勤
弩
、
皆
自
韓
出
。
（
韓
策
一
よ
り
）

蘇
秦
列
伝
韓
策
一

二
二
五
〇
／
三
六
四

成
皐

韓

三
一
八

同
上
（
蘇
秦
列
伝
は
「
成
皐
」
）

宜
陽

韓

三
一
八

同
上

宛

韓

三
一
八

同
上



穣

韓

三
一
八

同
上

陳

魏

三
一
八

蘇
秦
列
伝
　
魏
策
一

許

魏

三
一
八

同
上

鄭

魏

三
一
八

同
上

昆
陽

魏

三
一
八

同
上

召
陵

魏

三
一
八

同
上

舞
陽

魏

三
一
八

同
上

新
郵

魏

三
一
八

同
上

煮
喪

魏

三
一
八

同
上

巻

魏

三
一
八

同
上

術

魏

三
一
八

同
上

酸
聚

魏

三
一
八

同
上

燕
＊

魏

三
一
八

同
上

陽
晋

衛

三
一
八

倍
韓
・
魏
之
地
、
至
闊
（
銚
校
「
至
閾
一
作
過
衛
」
）
陽
晋
之
道
、
樫
乎
充
父
之
険
。
（
斉
策
一
よ
り
）

蘇
秦
列
伝
　
斉
策
一

二
二
五
八
／
一
一
九

観
津
（
観
沢
）

魏

魏
三
一
七
趙
三
一
六

（
哀
王
）
二
年
、
斉
敗
我
観
津
。

魏
世
家

一
八
五
〇
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地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

修
魚
（
脩
魚
）

魏

三
一
七

秦
使
庶
長
疾
与
戦
修
魚
、
虜
其
将
申
差
、
敗
趙
公
子
渇
・
韓
太
子
奥
、
斬
首
八
万
二
千
。

秦
本
紀

二
〇
七

濁
沢
（
蜀
横
）

韓
（
？
）

三
一
七

秦
・
韓
戦
於
蜀
横
（
韓
世
家
・
韓
策
一
、
三
七
五
は
「
濁
沢
」
に
作
る
）
。
韓
氏
急
。
公
中
（
仲
）
傭
（
棚
）
日
。

戦
国
縦
横
家
書

二
四
章

級
氏

韓

三
一
六

親
魏
善
楚
、
下
兵
三
川
、
塞
輯
韓
・
繧
氏
之
口
、
当
屯
留
之
道
、
魏
絶
南
陽
、
楚
臨
南
鄭
、
秦
攻
新
城
・
宜
陽
、
以
臨
二
周
之
郊
、
詠
周
主
之
罪
、
侵
楚
魏
之
地
、
周
自
知
不
救
、
九
鼎
宝
器
必
出
。
（
秦
策
一
よ
り
）

張
儀
列
伝
　
秦
策
一

二
二
八
二
／
四
六

屯
留

韓
（
？
）

三
一
六

同
上

新
城

韓

三
一
六

同
上

宜
陽

韓

三
一
六

同
上

向
（
高
平
）

魏

三
一
五

（
四
年
）
鄭
侯
使
韓
辰
帰
晋
陽
及
向
。
二
月
、
城
陽
・
向
、
更
名
陽
為
河
雍
、
向
為
高
平
。
（
年
号
は
趙
世
家
集
解
引
）

竹
書
紀
年
　
済
水
注
引

陽
（
河
雍
）

魏

三
一
五

同
上

長
子
＊

趙
（
？
）

三
一
四

斉
策
五

一
五
一

乗
丘
＊

趙
⑤
ウ

三
一
四

斉
遂
伐
趙
、
取
乗
丘
、
収
侵
地
、
虚
・
頓
丘
危
、
楚
破
南
陽
九
夷
、
内
柿
、
許
・
郡
陵
危
。
王
之
所
得
者
、
新
観
也
。
而
道
塗
宋
・
衛
、
為
制
。

魏
策
一

二
九
九

虚
＊

魏

三
一
四

同
上
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頓
丘
＊

魏

三
一
四

同
上

曲
沃

魏

三
一
四

（
哀
王
）
五
年
、
秦
使
樗
里
子
伐
取
我
曲
沃
、
走
犀
首
岸
門
。

魏
世
家

一
八
五
〇

岸
門

三
一
四

同
上

焦

魏

三
一
四

（
恵
文
王
更
元
）
十
一
年
、
糠
里
疾
攻
魏
焦
、
降
之
。

秦
本
紀

二
〇
七

葉

魏

三
一
四

君
以
斉
為
韓
・
魏
攻
楚
九
年
、
取
宛
・
葉
以
北
以
彊
韓
・
魏
、
今
復
攻
秦
以
益
之
。

孟
嘗
君
列
伝

二
三
五
六

曲
沃

秦

三
＝
二

斉
助
楚
攻
秦
、
取
曲
沃
。

秦
策
二

五
三

臨
晋

秦

三
＝
二

（
恵
文
王
更
元
）
十
二
年
、
王
与
梁
王
会
臨
晋
。

秦
本
紀

二
〇
七

藺

趙

三
一
三

（
武
霊
王
）
十
三
年
［
実
年
次
”
十
二
年
］
、
秦
伐
我
藺
、
虜
将
軍
趙
荘
。

趙
世
家

一
八
〇
四

裏
丘

楚
⑤
ウ

三
一
二

嚢
王
七
年
、
韓
明
率
師
伐
裏
丘
。

竹
書
紀
年
　
済
水
注

雍
氏

韓

三
一
二

斉
・
宋
攻
魏
、
楚
回
（
囲
）
翁
（
雍
）
氏
、
秦
敗
屈
匂
。
（
田
世
家
渥
王
十
二
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。
）

戦
国
縦
横
家
書

二
二
章

煮
喪

魏

三
一
二

魏
王
謂
韓
傭
（
棚
）
・
張
儀
、
煮
喪
将
楡
、
斉
兵
又
進
、
子
来
救
【
寡
】
人
、
寡
人
弗
能
枝
（
支
）
。

戦
国
縦
横
家
書

二
二
章

上
票

楚
↓
魏
（
？
）

三
一
二

（
秦
庶
長
）
魏
章
率
師
及
鄭
師
伐
楚
、
取
上
票
。

竹
書
紀
年
　
汝
水
注

蒲
坂

魏

三
一
二

魏
嚢
王
七
年
、
秦
王
来
見
干
蒲
坂
関
。
四
月
越
王
使
公
師
隅
来
献
乗
船
、
始
岡
及
船
三
百
、
箭
五
百
万
、
犀
角
象
歯
焉
。

竹
書
紀
年
　
河
水
注

藍
田

秦

三
一
二

秦
王
之
言
日
、
請
道
於
南
鄭
・
藍
田
、
以
入
攻
楚
、
出
兵
於
三
川
、
以
待
公
。
（
韓
策
二
よ
り
）

韓
世
家
韓
策
二

一
八
七
三
／
三
八
五
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地
　
名

国
　
別

B
．
C
．

記
　
　
　
　
　
　
　
事

出
　
　
　
典

中
華
／
全
釈

高
都

韓
↓
周

三
一
二

公
中
日
、
善
。
不
徴
甲
与
粟
於
周
、
而
与
高
都
。
楚
卒
不
抜
雍
氏
而
去
。
（
西
周
策
よ
り
）
（
ほ
ど
な
く
韓
に
戻
る
か
。
）

周
本
紀
　
西
周
策

商
於

秦

三
一
二

臣
請
使
秦
王
献
商
於
之
地
方
六
百
里
。
（
秦
策
二
よ
り
）

楚
世
家
秦
策
二

一
七
二
三
／
五
三

威
陽

秦

秦
三
一
一

未
至
威
陽
而
秦
恵
王
卒
、
武
王
立
。

張
儀
列
伝

二
二
九
八

召
陵

楚
↓
秦

三
二

（
恵
文
王
更
元
）
十
四
年
、
伐
楚
、
取
召
陵
。

秦
本
紀

二
〇
七

酸
罷

魏

魏
三
〇
九
秦
三
〇
八

（
裏
王
）
十
年
十
月
、
大
森
雨
、
疾
風
、
河
水
溢
酸
罷
郭
。

竹
書
紀
年
　
済
水
注

宜
陽

韓

三
〇
八

其
秋
、
使
甘
茂
・
庶
長
封
伐
宜
陽
。

秦
本
紀

二
〇
九

路
＊

韓

三
〇
八

韓
欲
有
宜
陽
、
必
以
路
・
渉
・
端
氏
賂
趙
。

趙
策
一

二
二
五

渉
＊

韓

三
〇
八

同
上

端
氏
＊

韓

三
〇
八

同
上

藺
＊

韓
（
ε

三
〇
八

游
騰
謂
公
仲
日
、
「
公
何
不
与
趙
藺
・
離
石
・
祁
、
以
質
許
地
。
則
楼
緩
必
敗
　
。
」
（
前
三
一
三
以
後
、
一
時
韓
の
領
有
か
。
）

韓
策
一

三
七
三

離
石
＊

韓
⑤
ウ

三
〇
八

同
上

祁
＊

韓
爾
ウ

三
〇
八

同
上

武
遂

韓
↓
秦

三
〇
七

秦
本
紀

二
〇
九
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煮
喪
＊

秦
（
？
）

三
〇
七

秦
催
、
遽
効
煮
喪
、
韓
氏
果
亦
効
重
宝
。
（
一
時
秦
の
領
有
か
。
）

東
周
策

二

皮
氏

魏
↓
秦

魏
三
〇
七
秦
三
〇
六

（
哀
王
）
十
二
年
、
太
子
朝
於
秦
。
秦
来
伐
我
皮
氏
、
未
抜
而
解
。
（
秦
簡
編
年
記
、
前
三
〇
五
「
（
昭
王
）
二
年
、
攻
皮
氏
。
」
、
秦
本
紀
昭
嚢
王
十
七
年
、
前
二
九
〇
「
秦
以
垣
為
蒲
阪
・
皮
氏
。
」
で
秦
地
。
）

魏
世
家

一
八
五
二

蒲
反

魏
↓
秦

三
〇
三

（
哀
王
）
十
六
年
、
秦
抜
我
蒲
反
・
陽
晋
（
晋
陽
）
・
封
陵
。
（
秦
簡
編
年
記
、
前
三
〇
二
「
（
昭
王
）
五
年
、
帰
蒲
反
。
」
、
右
記
前
二
九
〇
参
照
。
）

魏
世
家

一
八
五
二

陽
晋
（
晋
陽
）

魏
↓
秦

三
〇
三

同
上
（
竹
書
紀
年
魏
世
家
索
隠
引
は
「
晋
陽
」
に
作
る
。
）

封
陵

魏
↓
秦

三
〇
三

同
上
（
秦
簡
編
年
記
、
前
三
〇
三
「
（
昭
王
）
四
年
、
攻
封
陵
。
」
、
魏
世
家
哀
王
二
十
三
年
、
前
二
九
六
「
秦
復
予
魏
河
外
及
封
陵
為
和
。
」
、
前
二
九
〇
に
は
秦
地
か
。
）

陽
人

韓

三
〇
二

臣
日
、
世
子
得
新
城
・
陽
人
、
以
与
公
叔
争
国
而
得
全
、
魏
必
急
韓
氏
。

韓
策
二

三
九
三

穣

韓
↓
秦

三
〇
一

（
嚢
王
）
十
一
年
、
秦
伐
我
、
取
穣
。

韓
世
家

一
八
七
二

新
城

韓
↓
秦

三
〇
〇

秦
本
紀

一
＝
○

釜
丘

三
〇
〇

（
嚢
王
）
十
九
年
、
醇
侯
来
会
王
子
釜
丘
。

竹
書
紀
年
　
済
水
注

析

楚
↓
秦

二
九
八

秦
昭
王
怒
、
発
兵
出
武
関
攻
楚
、
大
敗
楚
軍
、
斬
首
五
万
、
取
析
十
五
城
而
去
。
（
秦
簡
編
年
記
「
（
昭
王
）
九
年
、
攻
析
。
」
）

楚
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Approach　to　make　territory　transition　maps　in　the　Central

Plain　during　the　Warring　States　period－Territory　formations

and“Xian（県）”system　in　Sanjin（三晋）of　the　Warring　States

period

SHIMODA　Makoto

Key　words：Sanjin（三晋）ofthe　Warring　States，　Territory　formation，

Mapping，“Xiαn（県）”system，　Bronze　weapons

　　　　Adscription　of　cities　in　The　Central　Plain　during　the　Warring

States　period　is　complicated．　There　are　not　many　studies　that　explain

which　city　belonged　to　which　state　during　what　period．　Many

researchers　refer　to　the　first　volume　of“Chinese　Historical　Maps”

（中国歴史地図集）compiled　by　Tan　Qixiang（謳其駿）．　However，　there

seem　to　be　many　problems　if　we　look　at　the　maps　in　details．　This

paper　prepares　transition　maps　in　the　Central　Plain　during　the

Warring　States　period　every　50　years．　When　preparing　maps，　I　took

account　of　recent　studies　on　eras　and　historical　materials，　and　provided

supporting　evidences　including　discovered　materials．

　　　This　paper　also　focuses　on　formation　of　the“Xiαn（県）”system

and　its　development，　taking　account　of　other　study　results　regarding

Warring　States　prefecture　and　bureaucracy　system　based　on

inscriptions　on　bronze　weapons．　This　paper　tries　to　explain　formation

of　the“Xiαn”system　prior　to　Wei（魏）and　its　development　process　to

．Han（韓）and　Zhao（趙）

・
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